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　今回は、カナダの太平洋沿岸地域、セントローレンス川・オンタリオ湖沿いの心臓部地
域、東部大西洋沿岸地域のスライドを使用しながら、各地域で見たこと、聞いたこと、感
じたことを中心に話を進め、そのなかで地理的諸問題について言及した。そのまとめは以
下の如くである。
　ee－一．カナダは対イギリス関係を中軸にした構造から、第一次世界大戦後は対アメリカ
　　　　合衆国を軸にした構造に急転回してきた。また、経済の発展地域か西部に拡大し
　　　　て行ったことなども加わり、カナダ経済の重心が全体として内陸部に移行してき
　　　　ている。
　第二．こうしたなかで、歴史的に拮抗した勢力を有してきたケベック州とオンタリオ州
　　　　の経済発展の速度にかなりの差か現出してきており、カナダ経済におけるオンタ
　　　　リオ州の比重か高まってきている。
　第三．石油・天然ガスなどの資源開発を背景に、アルバータ州の発展も見られるし、ア
　　　　メリカ合衆国の西部発展と日本などアジア諸国への玄関口としてのブリティッシュ
　　　　＝コロンビア州の発展が見られる。しかし、これまでのところの判断では、両州
　　　　の発展には、オンタリオ州のような活力と多様性を持った発展に結びついていな
　　　　いように思われる。
　第四．これに対して、大西洋沿岸諸州および上記以外の平原州の経済的停滞・衰退が目
　　　　立つ。
　第五。このような地域再編成は、アメリカ合衆国資本による支配の構図に枠組みつけら
　　　　れており、このことはカナダの各州経済のアメリカ合衆国経済との結びつきに如
　　　　実に現わされていることでも明らかである。
　第六．また、カナダと言う日本ときわめて対照的な国においても、今日諸悪の根源のご
　　　　とく言われている首都東京への経済集中に似た状況が、トロント市を中心に発生
　　　　していることが分かる。現象の深刻さでは、日本がはるかに上回るであろう。し
　　　　かし、これが外国資本の圧倒的支配のもとで、その利害を直接反映する形で展開
　　　　しているところに、きわめてカナダ的な問題が存在しているのである。
　第七．しかし、基本的には、この現象はきわめて一般的なものである。なぜならば、こ
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　　　　れは、この両国に限られたものでなく、今日世界的規模で展開している大企業に
　　　　よるネットワークづくりの一環を担うものであり、それの個別地域的な現出形態
　　　　にすぎないからである。
　なお、本講義の参考文献として、下記の拙稿を上げておくので参考願いたい。
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